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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

臨床心理学 

Clinical psychology 

児童教育学科 

幼児教育学専攻 
２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

講義 ２ 選択 福屋 いずみ 

概要 

臨床心理学は、心理的な問題をもつ個人の状態を理解し、適切な援助を行うことを目的としている。

本講義では、臨床心理学の考え方や様々な理論などについて解説する。 

到達目標 

（1）様々な臨床心理学の理論と方法について解説することができる。 

（2）こころの障害について理解し、特徴を説明することができる。 

（3）臨床心理学的支援方法を説明することができる。 

（4）こころの障害について、これまでの経験と関連づけながら理解し、それを表現することができる。 

授業内容とすすめ方 

１ 臨床心理学とは（ガイダンス） 

２ 臨床心理学の歴史 

３ 臨床心理学の活動 

４ 臨床心理学の理論①: 精神分析 

５ 臨床心理学の理論②: 認知行動療法 

６ 臨床心理学の理論③: 人間性心理学 

７ 臨床心理学の理論④: ナラティブ・アプローチ 

８ パーソナリティの理解 

９ うつ病と抑うつ障害  

１０ 不安症 

１１ 統合失調症 

 １２ 心的外傷後ストレス障害 

 １３ 心理アセスメント 

 １４ カウンセリング技法 

 １５ まとめ 

 

テキストおよび 

参 考 文 献 

プリントを配布する 

（参考文献）藤田 哲也・串崎 真志（2016） 絶対役立つ臨床心理学: カウン

セラーを目指さないあなたにも ミネルヴァ書房 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

こころについて考え、自分自身のことを考えるきっかけにしてください。今後

のみなさんに役に立ち、活用することができる内容を目指しています。 

保育士証：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 様々な臨床心理学

の理論と方法につ

いて解説すること

ができる。 

 

様々な臨床

心理学の理

論と方法の

知識を十分

に獲得し、

それぞれの

違いを比較

しながら説

明すること

ができる。 

様々な臨床

心理学の理

論と方法の

知識を概ね

獲得し、そ

れぞれの違

いを比較し

ながら説明

することが

できる。 

様々な臨床

心理学の理

論と方法の

基礎的な知

識 を 獲 得

し、それぞ

れの違いを

比較しなが

ら概ね説明

することが

できる。 

様々な臨床

心理学の理

論と方法の

知識を獲得

し て お ら

ず、それぞ

れの違いを

比較しなが

ら説明する

ことができ

ない。 

 

毎時の課題 
（知識・理解・ 

 思考力・ 

 判断力・ 

 表現力） 

20% 

(2) こころの障害につ

いて理解し、特徴を

説明することがで

きる。 

 

こころの障

害について

十分に理解

し、その特

徴を日常的

なエピソー

ドと関連さ

せながら説

明すること

ができる。 

こころの障

害について

概 ね 理 解

し、その特

徴を日常的

なエピソー

ドと関連さ

せながら説

明すること

ができる。 

こころの障

害について

基礎的な内

容を理解し

ており、そ

の特徴を日

常的なエピ

ソードと関

連させなが

ら説明する

努力がみら

れる。 

 

こころの障

害について

理解できて

いない。そ

の特徴を説

明すること

が で き な

い。 

20% 

(3) 臨床心理学的支援

方法を説明するこ

とができる。 

臨床心理学

的支援の方

法を十分に

理解し、説

明すること

ができる。 

臨床心理学

的支援の方

法を概ね理

解し、説明

することが

できる。 

臨床心理学

的支援の方

法の基礎を

理解し、説

明すること

ができる。 

臨床心理学

的支援の方

法を理解で

き て い な

い。また説

明すること

が で き な

い。 

 

10% 

(4) こころの障害につ

いて、これまでの経

験と関連づけなが

ら理解し、それを表

現することができ

る。 

講義の内容

とこれまで

の経験を関

連づけ、そ

れを十分に

表現するこ

と が で き

る。 

講義の内容

とこれまで

の経験を関

連づけ、そ

れを概ね表

現すること

ができる。 

講義の内容

とこれまで

の経験を関

連づけてい

るが、それ

を表現する

ことが不十

分である。 

講義の内容

とこれまで

の経験を関

連づけるこ

と が で き

ず、表現す

ることがで

きない。 

 

レポート 
（関心・意欲・ 

 思考力・ 

 判断力・ 

 表現力） 

50％ 

 

 


